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１．組織の概要

事業者名　　　　株式会社　正建

代表者　　代表取締役　義見亮太

環境管理責任者・担当者及び連絡先　

 環境管理責任者　　浦部弘志

 担当者　　　　　　山口　彰

 連絡先 〒252-0328 神奈川県相模原市南区麻溝台7-12-12

 Ｔｅｌ＆Ｆａｘ　　042-742-2955 (FAX 042-744-3667)

 Ｅ－ｍａｉｌ　　　info@shoken-net.co.jp

所在地

本社　  〒252-0328　神奈川県相模原市南区麻溝台7-12-12

事業内容　　　　建築工事

事業の規模　2022年度（2022年1月～2022年12月）

 売上額　　　　　　　　7.8億円

 従業員数　　　　　　　16名

 事務所床面積　　　299.56㎡

（1）認証・登録対象組織　

 　本社

（2）認証・登録対象活動

 建築工事

２．対象範囲
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基　本　理　念

　株式会社 正　建は、建築工事における環境負荷を認識し、
地域の豊かな自然を次世代に伝えます。
そのために、従業員一同は環境問題の基礎的知識を高め、
循環型社会の構築と地球温暖化防止の活動に継続的に取組みます。

行　動　指　針

1. 当社の事業活動による環境負荷削減を実行するために、下記の
行動指針を定め全従業員で取り組みます。

　 ①　電力・化石燃料の節減による二酸化炭素排出量の削減
 　②　節水による水使用量の削減
　 ③　廃棄物の発生抑制、削減、リサイクル促進
　 ④　グリーン購入の調達
　 ⑤　地域の工事における環境配慮の促進
　 ⑥　地域貢献活動の推進

2. 環境関連法規・条例・その他環境関連の要求事項を遵守します。

3. 環境経営の活動は、継続的改善を実施します。

4. 全従業員にこの環境方針を周知します。

2018年8月1日

３．環境経営方針

株式会社　正　建　  代表取締役 義見　亮太
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基準（実績） 年度目標

２０１７年度 ２０２２年度 ２０２２年度 ２０２３年度 ２０２４年度

（排出量実績） （排出量実績） （排出量実績） （排出量実績） （排出量実績）

総量
53110.4
kg-CO2

（売上高当り） 4.0%削減 4.0%削減 4.2%削減 4.3%削減

60.4kWh/M円 58.0kWh/M円 58.0kWh/M円 57.8kWh/M円 57.8kWh/M円

（売上高当り） 4.0%削減 4.0%削減 4.2%削減 4.3%削減

12.5 L/M円 12.0 L/M円 12.0 L/M円 11.9 L/M円 11.9 L/M円

（売上高当り） 4.0%削減 4.0%削減 4.2%削減 4.3%削減

3.0 L/M円 2.88 L/M円 2.88 L/M円 2.87 L/M円 2.87 L/M円

（ﾘｻｲｸﾙ率実績） 2.0%向上 2.0%向上 2.2%向上 2.2%向上

86.76% 88.50% 88.50% 84.85% 84.85%

（売上高当り） （実績管理） （実績管理） （実績管理） （実績管理）

0.66㎥/M円

（実績管理） （実績管理） （実績管理） （実績管理）

（実績管理） （実績管理） （実績管理） （実績管理）

注：

１）　CO2総量は環境経営目標とはせず、実績管理とする。

7)　水の使用量については、2022年度より実績管理とする。

３）　二酸化炭素排出量は全発生源からの合計数値で目標・実績を比較する。すなわちこの事例では目標には選ばれていない
　　ガソリン、　LPガスからの排出量も含めている。

４）　化学物質は購入実績がないので、環境経営目標とはしない。

５）　目標の定め方については、産業廃棄物のリサイクル率、工期短縮、グリーン購入を除いて、売上高原単位を採用している。

６）　特定建設資材のリサイクル率はほぼ100％なので環境経営目標とはしない。

１．二酸化炭素排出量の削減

1.1、電力使用量の削減（本社+現場）

1.2、自動車燃料(ガソリン）
　　　　　　　　使用量の削減

1.3、自動車燃料( 軽油 ）
　　　　　　　　使用量の削減

２．産業廃棄物のリサイクル率の向上

３．水使用量の削減（本社+現場）

４．工期短縮
(契約工期より早く引渡した現場数率)

５．グリーン購入（事務用品）

２）　購入電力の二酸化炭素排出係数：　東京電力  二酸化炭素排出係数（調整後）：0.468

4.      2022年度環境経営目標

環境経営目標

中期目標

　２０１７年１月

　 ～ ２０１７年１２月

　２０２２年１月

　 ～ ２０２２年１２月

　２０２２年１月

　 ～ ２０２２年１２月

　２０２３年１月

　 ～ ２０２３年１２月

　２０２４年１月

　 ～ ２０２４年１２月



基準年度：２０１7年度 評価　　○：達成　　×：未達 □：計画　　■：実施

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 １0月 11月 12月

1 二酸化炭素排出量の削減

実績管理 浦部

評価

1.1 電力使用量の削減 ・装置の不使用時電源ＯＦＦ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

・エアコン温度設定最適化 ■ ■ ■ ■ □ □ ■ ■ ■ □ □ ■

4.0%削減 浦部 計画電力使用量/売上高（kWh/M円） 58.0kWh/M円

60.4kWh/M円 実績電力使用量（kWh） 30603kWh

↓

58.0kWh/M円 実績電力使用量/売上高（kWh/M円） 39.16kWh/M円
評価

1.2 自動車燃料（ｶﾞｿﾘﾝ） ・アイドリングストップの実行 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

使用量の削減 ・車輌別タイヤ空気圧管理 ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □

・夏季以外のカーエアコンの抑制 ■ ■ ■ ■ □ □ ■ ■ ■ □ □ ■

4.0%削減 浦部 計画燃料使用量/売上高（L/M円） 12.0L/M円

12.5L／M円 実績燃料使用量（L） 6249L

↓

12.0L／M円 実績燃料使用量/売上高（L/M円） 7.99L/M円
評価

1.3 自動車燃料（軽油） ・アイドリングストップの実行 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

使用量の削減 ・車輌別タイヤ空気圧管理 ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □

・夏季以外のカーエアコンの抑制 ■ ■ ■ ■ □ □ ■ ■ ■ □ □ ■

4.0%削減 浦部 計画燃料使用量/売上高（L/M円） 2.88L/M円

3.0L／M円 実績燃料使用量（L） 1432L

↓

2.88L／M円 実績燃料使用量/売上高（L/M円） 1.83L/M円
評価

2 産業廃棄物の ・分別の推進 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

リサイクル率の向上

2.0%向上 浦部 計画ﾘｻｲｸﾙ率（%）
86.76% 総排出量（㎏） 52228㎏
↓ 再資源化量（㎏） 44395㎏

88.50% 実績ﾘｻｲｸﾙ率（%）
評価

3 水使用量 ・配管水漏れﾁｪｯｸ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □

実績管理 浦部

評価

4 工期短縮 ・工程管理の徹底 ■ ■ ■ □ ■ ■ □ ■ ■ □ □ ■

実績管理

　　引渡件数 浦部 1 1 1 1 1

　　工期短縮実績件数 0 0 0 0 0

評価

5 ｸﾞﾘｰﾝ購入 ・ｴｺ製品の購入推進 □ □ ■ □ □ ■ □ □ □ □ □ ■

実績管理 義見

　　購入品目 2 3 3

評価

ＮＯ． 評価・確認　月日 評価・確認者 評価・確認事項（定期、臨時） 評　価　・　確　認　結　果　、コ　メ　ン　ト　、　是　正　処　置　等

1 2023.1.25 浦部 ｶﾞｿﾘﾝ・軽油 トラックと軽トラックの使い分けが徹底出来た。

産業廃棄物

電気 前年度実績より3279KWH減が達成できた。

分別処分の徹底を行わなければ混廃だと限りがあると思われる。

総排出量は約37％削減できた。

2022年度

排出量実績 33301.71（㎏-CO2）

〇

〇

〇

88.50%

85.00%
×

実績使用量（㎥） 189.0㎥

ＮＯ． 項目
取組期間の
年度目標
（2022年度）

取組手段 責任者
2022　年

5.      2022年度環境経営計画・実施状況評価 承　　認 作　　成

2023/1/25 2023/1/25

浦部 山口



従業員

１．環境方針を理解し、部門の環境活動計画に従って活動する。

EA21事務局

１．環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局
２．環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
３．環境目標、環境活動計画書原案の作成
４．環境活動の実績集計、環境関連法規等取りまとめ表の作成
５．環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
６．環境関連の外部コミュニケーションの窓口、環境活動レポートの作成

部門責任者

１．自部門における環境経営システムの実施、環境方針の周知、従業員に対する教育
　　訓練の実施、自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
２．自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
３．特定された項目の手順書作成及び運用管理
４．自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成、テスト、訓練を実施、
　　記録の作成
５．自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

2020/12/21作成

環境管理の責任者

１．環境経営システムの確立、実施、維持、継続的改善
２．社長への環境経営システムの実施状況報告
３．それぞれの業務・役割に応じ、必要な教育訓練を適切に計画
４．関連法規の取りまとめ表の維持管理、遵守徹底
５．環境関連文書及び記録の作成・整理

承認 作成

義見 浦部

役割・責任・権限

代表取締役

１．環境管理の責任者の任命
２．環境経営方針の制定エコアクション２１を運用し、維持するための経営資源を確保
３．エコアクション２１を運用し、維持するための経営資源を確保
４．環境経営システムの定期的見直しの実施
５．社内情報の外部公開可否決定
6.　経営における課題とチャンスの明確化

６．　実施体制

実施体制及び役割及び責任･権限表

代表取締役

義見 亮太

環境管理の責任者

浦部 弘志

ＥＡ２１事務局

義見 麻衣・伊藤 恭子

工事部 部門責任者

山口 彰

本社 部門責任者

義見 麻衣
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承　　認 作　　　成

2023/1/25 2023/1/25

浦部 山口

担当者
環境管理の
責任者

環境管理の責任者

結 果 確 認 評 価 達成の要因/未達成の原因

1 二酸化炭素排出量の削減

実績管理 前年度比較

33301.71㎏-CO2 181㎏-CO2増

1.1 電気使用量の削減

4.0%削減 本社の使用量は横ばい状態

60.4ｋＷｈ/M円 39.16ｋＷｈ/M円 ○ 現場での購入量大幅に減少

↓

58.0ｋＷｈ/M円

1.2 自動車燃料（ｶﾞｿﾘﾝ）の削減

4.0%削減 ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞをより徹底させたい。

12.5L/M円 7.99L/M円 ○ エコドライブの意識向上 適正な車両の点検整備を継続させたい。

↓

12.00L/M円

1.3 自動車燃料（軽油）の削減

4.0%削減 ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞをより徹底させたい。

3.0L/M円 1.83L/M円 ○ エコドライブの意識向上 適正な車両の点検整備を継続させたい。

↓

2.88L/M円

2 産業廃棄物のﾘｻｲｸﾙ率向上

2.0%向上 総排出量は約30ｔ減少するも 前年度より0.6％減

86.76% 85.00% × 廃ボードの比率が増加 分別処分をより推進していきたい。

↓ 次年度も2％の向上を目標とする

88.50%

3 水使用量の削減

実績管理 今年度実績 現場での使用量　減 節水の意識を向上させていきたい。

189㎥

4 工期短縮

実績管理 取組期間の早期引渡し無し 工程管理を徹底させ、達成案件を増やしていきたい。

±0

5 グリーン購入

実績管理 購入品目3品目を確認 ｴｺ製品の購入を推進していきたい。

3品目

報告手順：

担当者が結果確認記入→責任者（環境管理の責任者）が評価・原因究明・是正・対応策記入→代表者

7.        2022年度環境経営活動評価書

環境管理の責任者

未達成の場合の是正措置・予防処置
次年度の取組について

推進項目 取組期間の年度目標ＮＯ．

現場使用料大幅に減（電気　支給）



８．環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟などの有無

適用される主な環境関連法規などは次のとおりである。

適用環境関連法規等 適用される事項（施設、物質、事業活動等）
廃棄物処理法 一般廃棄物、産業廃棄物（金属クズ、廃プラ、廃油等）
騒音・振動規制法 空気圧縮機など
建設リサイクル法 特定建設資材のリサイクル

環境関連法規等の遵守状況を確認し評価した結果、環境関連法規等への違反・訴訟はあり
ませんでした。なお、関係当局よりの違反等の指摘は創業以来ありません。

９．代表者による全体評価と見直しの結果

（１）全体評価
2022年度は新型コロナの影響とウクライナ侵攻による物価の高騰により、昨年同様、厳しい決算となりました。
環境経営目標の数値は、一部未達成となった項目もありましたが、日々の業務においてもエコアクション21の
活動が実行され、浸透していることを実感できております。
今後については、新しいことにチャレンジするのではなく、今ある活動をより一層社員及び協力会社に理解させ
水平展開を図っていきたいと考えています。

（２）見直し・指示
軽油の使用量が、年度目標も達成でき、使用量も前年度に比べ30％削減できたことは喜ばしいことです。
ガソリン、軽油の使用とも、エコドライブのより一層の意識と徹底をはかっていきたいと考えます。
又、産業廃棄物については、総排出量が約37％削減できましたが、再資源化率は目標値に届きませんでした。
分別処分に対する意識の向上をはかり、再資源化率の向上を目指したいと思います。

　社員のみならず協力会社にもより一層働きかけ、次年度以降もシステムの充実と
意識の向上により、地域社会に貢献できる環境改善に取り組んでいきたいと思います。

　各数値と実績値は現場の特性によるものが、大きく反映しているため、削減や減少できた項目についても
より一層の意識向上を持ち進めていきたいと思います。
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